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分解される可能11があることが考えられる。そこで濃度20％　　期待される。幼12首ては高1‘悔酸i／1吻lnとして倒く硫1脾アソ

程度の塩酸巾てポリビニルアルコールの分解を行なった。第　　　モニウムの存在ドて熱処W∬し，橋か1〕“反応を行な〆｝～こ臼烈処

10草にはその研究結果を刀くした。分解は明瞭に旭り，切断箇　　　理物の構造と仕質の研究から分子llll脱水反応による橋力、けが

所にはかなりのカルボキシル基とカルボニル基が生じること　　起っていることが明らかとなった。
が明らかとなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和29年から昭和39年まで京都プく学L”｝ち∬ll｜1‘：∫分♪化学教室

　さてポリビニルアルコールの入端にあるカバボキシル基お　　　桜川研究室に力三符し，桜田教授の御指㌔により，以ヒのごと

よびアルデヒド基は・それぞれ，酸性では分子聞エステル化　　　き品文をまとめることができました。，諏こつたぴさ諭文です

およびアセタール化を行なう。したがって，第10苗の結果か　　が小生にとって大きな収穫は↓IU甲を究泣）ることの厳しさを如

ら，ポリビニルアルコールを固体のまま通当な膨澗状態てか　　失に体験したことてした。全ての人々が絶えずその〕己に向つ

なり濃厚ゐ＾酸の中て反応すれば，分解と同時に橋かけを起し　　て巡んでおり，一日も胡冗をおろそかにしない弥囲気の中で

簡単に固体のまま橋刀・けポリマPを作ることができると考え　　過し得たことは亨いであったと思っていよす。終りにこの研

られる。第1事（Lてはそのような右えのもとに塩酸および硫酸　　　究を行うことを可能にして下さった現神戸大学数授奥II：己先

の宥在下に加熱し括かけ月ζ応を行った結果を述べた。反応は　　　生｝こ摩く感謝5文します。また絶えず御激励いたださまtた繊

円滑に近有することを認めた。さらに固体状態で高漏でカ11ぷ　　　組工業化学敦メ∫の尚先｛ヒならびにその外の教’☆の諸凱ノ1・に厚

すれば，酸が少II1存r｝…しても雛11日と同じ反応が起ることが　　　く感謝止しますn

技術士法と技術士制度の現況
剥厄イヨン｛朱w会社熊田喜代志

1，まえかき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先進国の文化を吸収lrl化t．て我刊独1’1の技術によ門午汀涜

　技術士とは技術Lの名穐、を用いてレ科学技術（人文利学の　　体制を整える。一度鱒入せる技術は1｛1び司入したい。国内技

みに係るものを除く）に閉すξ、酬・のWl的応用能力を必要　術の充実をはカ・り・遜なる技術の細蜘1M出来るだけ“1踏
とする小顎について、，1画・研究・設）d・分W・試験・ぷlllli・　　全体の」賄指導者として・将来の新技術の開拓者と1．て充分

又はこれらに1粥割串・ゆ）漸（他の酬においてその業務　活躍の余地を5えられな1ナればならないとい剛’｛・；命が唱えら

を行力うことが制限され．ている業務な除く）を有な弓者てあ　　　れた。

って，例えば会社皮一L場＾Cからの依頼により報酬を得て，高　　　　戦前クト地の植民地に於て爪賭11㌧1，技術芦が1財／して自山な

2，技術士法について　　　　　　　　　　　　　　　　　　望ましいoこのような要望に応えるため，国家試1トhを行つて

昭和23年5月20日法㈱12埠。て技術」、酬年綱！齢　捌㌃・Lの資腱秘て燗瓢の酬・・公酬…1妨酬・

竃㌶㌶警露竃幾雛i㍑曇㍉鱗≧罐；‡錨耀麟誓
ず，鵬官庁の酷酬初歴史磯いことも災いして力巡　盟しし’・　　．
及率が低く，珊酬解されていないように服肪れ翻　鎚国昧国叉判ちベバーに於てはは1姫よ・

参欝灘？慧≧圏‡罐㌫・三篇灘　㌶欝晋塾二ζζ5鍛裁繧雛讐‖
撒試鵜資撫受鰐数料，剖吝識継の執行，酬　の拓1度も他外国に慨するものと敬らオ・る・

の取消，試験の細日，第3草は登録として，登録，題録簿，　　3・技術士国家試験について

登録証及訂W㍉取鵬職楕調査，登録細rl，第4章は技術士　　　　総理府令第85号技術止施行規則によって昭和33｛F度より毎

の義務，第5旬ま審議会及試験委員，第6草は日本技術士会　　年1向国家試験が実施されている。本年度は第7回nとなる

設立と目的・第7章は雑則，第8草罰則・以上40ケ条と附則　　　本試験は技術士となるに必要な高等の」輻門的応用能力を有

とより構成熟ている・　　　　　　　するかどうかを判励醐とし霜験に合｛乱儲は技術

雀膿㌶議議竃1繊ll當懸罐学技争噛の獺け⊇
何分日木経済の底は浅く世界の好不況に影響される敏感さで　　　本試験は予備試験に合格した者叉は予備試験を免除された

あり，産業構造に於ても外国技術の導入により多大な外貨の　　者であって・科学技術に関する専門‖守応用能力を必要とする

流山の現状て，又原材料を輸入に依存し賃加工的形態では日　　事項について訂画・研究・設計・分析・試験叉は評価の業務

本産業の百年；］匝！は成立たなくなる。　　　　　　　　　　　　に従hした期間が通功して7年nを超えるものピこ限り受験す
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経総巖性別，学歴，経験・イ卿＿：出機＝7顯耀議當瓢曇に
る」とが出来ることに鎚られている・突際鋼眸以1・の　5，日繊綱；士。。’タにつ‘、

蕊㌶㌶轡遷　；塞れ・絡嶽灘㌫竃羅罐懸灘

器讃灘㌶議㌶£麗C三麗、　　　　㌫饗蕊；藁最響簾兜穿鑑，㍑匝灘㌶㌫

げ㌶辮蹴・回迄卿・込撒合幽をあき撚趨ζ罐警‡㌶、は酬鵬見倣すぺき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；；1・・∫竺蒜慧鴇ぽ設ζ霞葎苔㍑繋襟数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サンいエソジ坤の職糊成のため｝こ生れた法働珊納
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌶宏’つ㌫こと幽しているようで畷・㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7，技術士活動の在り方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邑値を継として活肌ている人⑭情測蜘何であろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っか・最も職まい・の醐lll継門であろう。その主要なる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業務は調査・計画・設計・測量・工事監理，土質調査等であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る・巧サルタント株式会社の如き会き上経営よ酬人繰の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設幼務所迄色々の経営の方法がある。繊維部門においても

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最近株式会社組識が誕生して・開発研究，委託試験，分析鑑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忘技術情搬酬査ぷ外技争鰭派鵠の糊が行われて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。今後技術士を志願する人の為に経験者の語る心構えを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お伝えする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B技術は救崩ものでなく一緒に勉強す礁度をもつ。新
尚其筋の情報によれ｝淋39至F度の受験t］・込轍は約2000名　　い’情報をたえずキ・・チする。

≡映33年庇　　　34　　　35
36 訂 38

蛭
川ヌ　合

巫
m’

皿』一広⊥＝23 83020112431 88　83 18　85

＝2　　舶122　14　23　20　17 6 13　　7 18　　15

＿⊂　　2　0 l　　l 4　　9 2　　1　　3 2

⊥’主
4電　　　　　　89　54 18　12 159　91 137　FO　162 ｜6

151　79 210　133 ｜49　64 133　　8　109 42

92

一　5　　　　　　　16　　1

相　　38 50　　3 58　3 57　90 4　　23
7金　　　　　　55　32 108　60 68　31 ’71　37 6　40 8　　47
8鮎　　　藁　　15　12 24　　19 22　　13 30　22　　　← 45 39

誕　　凶628430 803　583 520　339 3L2｜4 313　176　50B　280

遜コ8355 田4　114 OI　51 78　　5 59　30184　26
11衛生工　　　119　3B 10　33 5　　18 53　　15 49　12183 2

2農．　薬　　100　56 107　　7 63　35 100　61 B3　45　74　47
13　　　　　　　12　　γ 17　　12・ 5　　2 9　　1 「4　　2 1　　9
4　　　　　　　6 5　　t 0　　0 2　　2 2　　2 　　．S　　＄
』｝5乏　・牌珊　　87　60 ｛63　　8｝ 】7　　8 5　61 囎　　53 53　61
｛6応用理　127 38　80 60　　40 7　　3ク

⌒工L65　£9｝ 2．85a札530 ｝162　906 1．棚724h．340692 ．7　927
鰯　　1・昼f伽 6　72 56イ6 5　イ5a 52（58 1　60
《）内は受験者合楕融を示す

ξ畠押（日）に学㈱劇晒i蜘答試酬され2㌶蕊蓼驚艦ぽ謬妾㌶鎌
4，社団法人日本技術士会について　　　　　　　　　　　　　　士の役目である。米国のドユポンでも技術士を雇つている

　技術士法第27条に「技術士は全国の区域を一とする日本技　　3・トップマネージヤーとかけあうと話が早い。技術士は経

術士会と称する民法第34条の規定による法人をつくることが　　　済活動の一部である。

出来る」と定められている．尚技術士会の目的について蹴　 4撫理して頭を下げてもらつたf属測鋤しカCい。一社一
28条に「日繊術士会は技術ゴ・の融の閑級びその楽務の　翻しカ・受託しない・

警讃旨繕；欝㌶難嫌｝謝・撒行‘蕊㌶認εごフ碗もち・撒調査賠

に本部・支部は名古屋と大阪におカれている。会の活動とし　開放織熔の貿易舳化に併い繰界共に技鰯醗に遡進し

鯖でその約38％が絵の会眺・・　　　　　　（・㈱聯門齢士試験酬端化，醐



（、）肱145（瓢錨翻千　曲　会　報　　　昭和39年8月口．

を二議議鍵懸1擁e£　灘㌶；㌶㍗鵠莞驚罐名

霧灘縫灘第，条鰻撒⊇埼諦合1認1）（寮別・）

　　　　更埴千曲会会則　　　　　　互選し議事は出店C者の過半数を　　　　　糸2）島倉宏之（学糸7）

第條 ﾓ鑑欝盤　議9瓢；警濫き1’5°°円±墓麟）（学糸2）林

第・条

第5条こ破会1・左の役顕おく　学蚕4）蜘光明（蚕14）平糎（鹸　　累計14893・370・47椚

特許。実用新案・意匠・商標

　　　出願・訴訟・鑑定

浜　特許事務所
　　　　へ　　　東京都芝新橋1の20
　　　堤第一ピル四階
　　　東京（591）－0764・0765

　　　　　弁理士　浜　　　香　　三

　　　　　弁護士　中　　猪　之　助

為替のご用は
　　　はやくて　たしかな

　　　　　富士をご利用下さい

千曲会へのご送金は、当店宛の振替貯金

ロ座長野3523が一番ご便利です

　　　　　　上田市原町

皆様の㊧富士銀行上田支店
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i；州大響組雛坂罐覧戸「言……一一いへ㌦一

　　　　　　　　　　　　不完全競争企業の販売政策
　　　　　　　　　　　　　’　　　　　一不完全競争市場と経営政策：第1巻一

　　　　　◇A5判仰一楼上製d・昭和39年6胱刊234ページ◇　　　定価780円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　　　容

曇議1灘糠｛，念第欝難難竃臨鷺羅
　　　　縮第熈麟場警価㍍　　臓藷鐙叢鷲惨
　　　　緯不縫㌶㌫～；＿　藷；叢麟㌶麟膿定
　　　　鶴・⇒璽㌘1刀署㍗1剛の3小川町ピル3°6森口店

　　　　　　　　　　　地域経済の構造と計画（第2版）
1　◇A5判㌫ス纂欝代‖㌫・蒜㌶舗r竺嬬山◇定価・・…円
い～…　W＾”…一　〉’…～へ｛へ｛’）”　一＾一一…一一一一一・一一一…一一一一一＿、一．＿＿＿，～＿．＿、＿、

　　　本会記事　襯則をつく・璽営する・酬ll曲・員会において醐乏のと杣，○照撒

竺会已荻刷治剛脇母袋蹴工・ぴ勘焔と学∠』・1・一ル建続岡1席に組1戚の蜘剛r究襯（卵，◎パラ。。

醐剛応加定次蜘臨燃㌍必要であるか閾渡肌たい．　　・ン野オ職と蹴よりの棚｝袷成に

；螺⑬；織麗灘二籍茎㌶麟ヒ㌫㌶1蹴震瓢罐㌫灘酉・1瀧
になった委荊IRこついて挨拶があった。つ　　　なお川！事会終了後イ，〕州大学本部，jl務’ド『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　、

書議‡鰐認認元離懇；纂麗9綴ξ恕《霊‡蒜6媒1㍑11　　母校ニユース
ているので近く入札江唖びになる。嚇冬了した。　　　　　　　学生後援会開催
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刺＿郎書28鍛ふ（住）東念麗1＝諜撚叢鴛
　　　　　　　　　　　　　京都繍区申舗2の43賊　小林雇相ヒ5ネ㈱ll凍湘政諜K跡糊‖熱
　　　　　　　　　　　　　志村ハゥス403　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、（東京都Fト央区日本橘杢石聖

蠕配轍埼玉 ﾙ糞瓢1鵠i付三）　　　　婦繊綴霞鶉悪
長　化6東京 P灘1雛1曇一成化・静岡1⊇；（罐麟
　　　　　　　　　　　　　西区288　　　　　　　　　　　　町2川㌔㍑（2）717

i上購繍学振興錯候端撒ご依頼　・・聯の選綱購考委鋤r恒驚う゜

。ぽ㌶議㌶脇．　’雛㌶脇・もの醐の・踏あ・・き
・麟罐熈麟麟蹴；麟ぼい1．纏灘麺・・一鵬
＋‡竺酬・酬綱婦轡蹴発ごとす㌶耀・量纏蟻翌≧讐竺二：：∬

；：1蟹難欝蕪㌶繊il・麟璽竃羅瞳き麹鞭塑璽竺璽1

切唖年9脚とす・．　　　　　　脚39｛F8月　｝1‡臓人上田魎竺振竺一

皆様の百貨店

よ田・中央

信州鹿教湯温泉

TEL（西内）35

　編集室より
今年の楓脇け｝疏そくしかもつゆあけぎわ剛・1陰‡励等

に豪雨を降らし被轡が多かった。地域会員皆さんに諦んでお

見舞昨1し上げます。

　大暑の八月に‡、各地で学会研修会や恒例のスポ声ツが行わ

れます。暑さに負けずご健勝のほどお祈りいたし象す。

学部では繊紺瞬工学科研究室の本年度工事および講義室

が北野建設株式会：社の諦負によって建設されることになり待

望の校舎復興もいよいよ実現する運びになったo

　編集委員　小林尚一，香山清和・大屋正尚・古平福紀

　　　　　　滝沢達夫，窪田衛二，小山　定，小林　勝

　　　　　　白井要範

　祉協
＼　　　竃渉レ鍮

長野県小県郡塩田町

オルガン針株式会社
　　　　　　　　TEL塩田650

　　　　社　長　増　島　芳　美 1


